
〈書
　
　
評
〉

高

橋

敏

著

『
国

定

忠

治

』

（岩
波
新
書
、
二
〇
〇
〇

．
八
刊
）

伊

東

富

昭

か
つ
て
演
劇
や
時
代
劇
で
人
気
を
呼
ん
だ

「国
定
忠
治
」
が
こ
う
し
た
歴
史

叙
述
の
対
象
と
し
て
新
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
の
よ
う
で
あ

る
。
中
国
の

「水
滸
伝
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
的
事
実
と
い
う
こ
と
よ
り

も
、
多
彩
な
登
場
人
物

へ
の
関
心
か
ら
、
そ
の
虚
構
性
の
分
析
に
重
点
を
置
い

た
形
で
の
作
品
は
結
構
見
か
け
た
と
思
う
。
ま
た
、
赤
穂
事
件
を
劇
化
し
た

「忠
臣
蔵
」

に
至

っ
て
は
、
そ
の
歴
史
的
分
析
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
歌
舞

伎

・
演
劇
史
の
視
点
か
ら
叙
述
し
た
も
の
な
ど
多
様
に
存
在
し
、
忠
臣
蔵
の
裏

話
と
し
て
の

「東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
関
連
本
さ
え
出
さ
れ
て
い
る
。
ね
ず
み

小
僧
や
自
波
五
人
男
な
ど
の
盗
賊
関
係
の
も
の
も
あ

つ
た
よ
う
に
思
う
。
と
こ

ろ
が
天
保
水
滸
伝
と
し
て
知
ら
れ
る
笹
川
繁
蔵
や
飯
岡
助
五
郎
、
清
水
次
郎
長
、

黒
駒
勝
蔵
と
い
っ
た
ヤ
ク
ザ

・
侠
客
の
類
と
な
る
と
メ
ジ
ャ
ー
な
新
書
類
で
は

ち
ょ
い
と
思
い
浮
か
ば
な
い
。

著
者
は

「
は
じ
め
に
」
で
、
今
ま
で
歴
史
学

（ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
）
が
軽
視
し

て
来
た
稗
史

（民
情
の
歴
史
）
に
こ
そ
真
実
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
し
て
、
老
中
水
野
忠
邦
に
登
用
さ
れ
、
天
保
改
革
で
能
吏
と
し
て
活
躍
し
た

羽
倉
外
記

（
一
七
九
〇
～

一
八
六
二
）
が
著
し
た

「赤
城
録
」
（『劇
盗
忠
二
小

伝
』
）
を
中
心
に
分
析
を
進
め
て
い
く
。
以
下
、
日
次
で
あ
る
。

第

一
章
　
国
定
忠
治
と
幕
末
社
会

１
　
島
村
伊
三
郎
を
開
討
ち
に
す
る
／
２
　
日
光
例
幣
使
街
道
木
崎

宿
／
３
　
関
東
取
締
出
役
と
道
案
内

第
二
章

　

「盗
区
」
の
形
成
―
忠
治
の
コ
ミ
ュ
ー
ン

ー
　
忠
治
の
生
い
立
ち
／
２
　
国
定

一
家
の
形
成

第
三
章
　
天
保
飢
饉
と
劇
盗
忠
治
の
誕
生

１
　
劇
盗
と
能
吏
の
天
保
飢
饉
／
２
　
尖
鋭
化
す
る
忠
治

第
四
章
　
国
定
忠
治
と
三
室
勘
助

１
　
道
案
内
勘
助
の
謀
殺
／
２
　
中
嶋
勘
助
の
真
実
／
３
　
追
い
つ
め

ら
れ
る
忠
治

第
五
章
　
礫
刑
の
国
定
忠
治

１
　
忠
治
の
逮
捕
／
２
　
幕
府
の
吟
味
と
判
決
／
３
　
忠
治
の
処
刑

結
―
幕
末
水
滸
伝
の
時
代

本
書
の
記
述
か
ら
、
忠
治
の
関
連
年
表
を
最
後
に
掲
げ
る
こ
と
で
内
容
紹
介

に
代
え
る
が
、
い
く
つ
か
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

忠
治
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
い
つ
た
者
た
ち
の

一
次
史
料
の
残

存
は
、
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
同
時
代
に
生
き
た

（た
だ
し
、
そ
の

編
纂
は
忠
治
刑
死
後
）
羽
倉
が
遺
し
た

「赤
城
録
」
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。

他
に
比
較
す
べ
き
史
料
が
な
い
た
め
か
、
忠
治
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
当
然
本

書
か
ら
の
影
響
が
大
き
く
な
る
。
著
者
も
そ
の
点
は
心
得
て
、
抑
制
的
に
描
い

て
い
る
と
は
思
う
。
し
か
し
忠
治
を
美
化
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
感

は
否
め
な
い
。

忠
治
の
影
響
力
が
及
ぶ
範
囲
を
、
羽
倉
は

「盗
区
」
と
呼
ん
で
、
そ
の
中
で

は
博
徒

・
無
宿
を
抑
え
、
堅
気
の
平
和
な
生
活
が
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
羨

望
の
念
を
も
込
め
て
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
天
保
の
飢
饉
に
際
し
て
は
、
自

ら
が
幕
吏
と
し
て
な
し
得
な
か
つ
た
飢
民
救
済
が
忠
治
の
手
で
な
さ
れ
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
。
地
域
住
民
に
忠
治
ら
の
存
在
が
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
疑
間
に
思
う
こ
と
は
、
忠

治
ら
の
生
業
で
あ
る
博
徒
稼
業
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
普
段
の
彼
ら
の
生
活
を
支
え
る
収
入
は
何
な
の
か
、
多
額
な

救
済
に
必
要
な
資
金
が
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
た
の
か
。
賭
博
に
地
域
住
民
が

参
加
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
果
た
し
て
地
域
外
の
者
か
ら
の
ア
ガ
リ
だ
け
で

や
っ
て
い
け
た
の
か
。
施
金
を
豪
商
に
依
頼
し
た
と
い
う
が
、
実
質
、
脅
迫
ま

が
い
の
や
り
方
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
当
は
イ
ヤ
な
の
に
、
た
だ
力
で

イ
ヤ
と
言
わ
せ
な
か
っ
た
だ
け
じ
や
な
い
の
か
。
「赤
城
録
』
の
記
述
だ
け
か

ら
で
は
、
忠
治
ら
の
博
徒
と
し
て
の
活
動
が
見
え
て
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

天
保
十
三
年
、
敵
対
す
る
玉
村
主
馬
を
襲
撃
し
た
際
、
子
分
ら
に

「洋
制
短
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銃
」
を
持
た
し
て
い
る
。　
一
人
に

一
挺
ず
つ
と
し
た
ら
十
八
挺
で
あ
る
。
西
部

劇
に
出
て
来
る
よ
う
な
ビ
ス
ト
ル
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
当
然
御
禁
制
の
こ
の
よ

う
な
も
の
が
忠
治
ら
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
古
い

テ
レ
ビ
時
代
劇

「荒
野
の
素
浪
人
」
で

「
五
連
発
の
旦
那

（大
出
俊
）」
が
連

発
銃
を
持

っ
て
い
る
の
が
、
斬
新
で
、
「あ
り
得
な
い
」
様
に
感
じ
た

（だ
い

た
い
時
代
設
定
も
不
明
確
で
は
あ

っ
た
が
）
も
の
だ
が
、
決
し
て
不
自
然
で
は

な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

お

Ｆ
ヽ
い

本
書
で
そ
の
実
態
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
く
れ
た
の
は
小
斉
の
勘
助
に
つ
い
て

で
あ
る
。
忠
治
の
劇
中
で
は
、
子
分
板
割
り
の
浅
太
郎

（浅
次
郎
、
武
井
浅
二
）

の
伯
父
で
、
い
わ
ば
敵
役
を
つ
と
め
さ
せ
ら
れ
る
小
人
物
で
し
か
な
い
』
か勒
助

を
博
徒
仲
間
に
加
え
て
い
い
か
微
妙
で
は
あ
る
が
、
も
唸
一薇
隣
村
東
小
保
方
村

字
三
室
の
出
身
で
名
主
ま
で
勤
め
た
が
、
訳
あ

っ
て
、
八
寸
村
字
小
斉
で
百
姓

要
蔵
の
借
家
に
移
り
住
み
、
関
八
州
取
締
出
役
の
道
案
内
を
勤
め
て
い
た
人
物

で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
同
業
の
二
足
の
草
軽
を
履
く
道
案
内
の
中
に
は
、

忠
治
ら
と
結
ん
で
、
そ
の
働
き
を
助
け
、
あ
る
い
は
見
逃
し
て
利
益
を
得
る
不

心
得
者
が
い
る
の
に
、
彼
は
言

っ
て
み
れ
ば
、
至
極
ま
じ
め
に
お
の
れ
の
職
務

を
忠
実
に
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
村
を
追
わ
れ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
今

一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
だ
が
、
村
民
を
代
表
し
て
の

領
主
と
の
訴
訟
沙
汰
で
の
失
敗
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
地
位
を
利
用
し
て

の
不
正
が
村
民
か
ら
追
及
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、

純
粋
に
領
主
に
激
し
く
楯
突
い
た
が
た
め
に
、
周
囲
の
者
も
庇
い
き
れ
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
前
者
の
よ
う
な
理
由
な
ら
ば
、
日
常
的
に

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
多

い
で
あ
ろ
う
隣
村
に
新
し
い
住
ま
い
を
設
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
天
保
十
年

（
一
人
三
九
）
に
多
く
の
関
東
取
締
出
役

・
火
付
盗
賊

改
方
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
蛮
社
の
獄
が
起
こ
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

老
中
水
野
忠
邦
に
よ
る
天
保
改
革
が
始
め
ら
れ
る
の
は
二
年
後
の
天
保
十
二
年

か
ら
。
こ
う
し
た
政
治
史
と
ど
う
絡
ん
で
く
る
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

国

定

忠

治

関

連

年

表

一
人

一
〇

（文
化
七
）
上
野
国
佐
位
郡
国
定
村
に
生
ま
れ
る
。

十
七
歳
、
大
前
田
栄
五
郎
と
兄
弟
盃
。
百
々
村
紋
二
の
子
分
と
な
る
。

二
十

一
歳
、
紋
二
死
後
、
駒
札
を
受
け
継
ぎ
、
親
分
と
な
る
。

一
人
三
四

（天
保
五
）
七

三

一　
一
一十
五
歳
、
島
村
伊
三
郎
を
夜
襲
。

信
州
松
本
の
親
分
、
勝
太
の
下
に
草
軽
を
脱
ぐ
。

一
八
三
五

（天
保
六
）
秋
　
玉
村
を
襲
撃
さ
せ
る
。
京
蔵
不
在
。
主
馬
負
傷
。

一
人
三
六

（天
保
七
）
春
　
弟
分
茅
場
の
長
兵
衛
が
中
野
の
日
明
し
滝
蔵

・
本

陣
忠
兵
衛
の
次
男
波
羅
七
に
殺
さ
れ
、
復
讐
に
乗
り
込
む
が
空
振
り
。

一
人
三
八

（天
保
九
）
三

．
二
六
　
世
良
田
の
賭
場
で
三
木
文
蔵
が
捕
ら
え
ら

れ
る
。
奪
還
に
失
敗
し
、
逃
走
。
分
散
後
、
忠
治
は
会
津

へ
。
紀
州
で
神

崎
友
五
郎
、
処
刑
。
冬
、
文
蔵
も
。

一
八
三
九

（天
保

一
〇
）
八
寸
才
市
、
斬
刑
。

一
八
四

一

（天
保

一
二
）
玉
村
主
馬
、
山
王
民
五
郎
を
殺
害
。

一
八
四
二

（天
保

一
三
）
正
月
　
主
馬
を
民
五
郎
殺
害
現
場
で
惨
殺
。

九

。
二
五
　
大
笹
村
車
坂
で
室
村
茂
八

・
宇
之
助

・
孫
蔵

・
堀
口
村
定

吉
、
捕
ら
わ
る
。　
一
一
月
？
　
軍
師
日
光
円
蔵
捕
縛
↓

一
一
．
一
九
江
戸

へ

（？
）
護
送

（↓
冬
、
刑
死
。
四
十
二
歳
。
）

一
八
四
三

（天
保

一
四
）
八
月
？
　
浅
次
郎
、
入
牢
中
病
死

（死
罪
相
当
）
。

一
八
四
六

（弘
化
三
）
匁
　ヽ
忠
治
帰
郷
。

一
八
四
九

（嘉
永
二
）
イ
ギ
リ
ス
軍
艦

マ
リ
ナ
ー
号
事
件
。
忠
治
、
子
分
に

一

声
、　
一
日
で
四
、
五
百
人
、
十
日
で
四
、
五
千
人
の
兵
力
を
集
め
て
み
せ

て
や
る
、
と
豪
語
。

一
八
五
〇

（嘉
永
三
）
七

．
三

一
夜
、
田
部
井
村
嘉
藤
次

（町
の
兄
）
宅
に
て

発
病

（中
風
）
↓
田
部
井
村
名
主
西
野
目
宇
右
衛
門
屋
敷
内
に
て
療
養
。

八

．
二
四
　
忠
治
、
出
役
に
よ
り
捕
縛
さ
れ
る
。
九

．
二
八
～
　
玉
村
宿

に
て
忠
治
ら
を
取
り
調
べ
。　
一
〇

。
一
九
　
忠
治
ら

（目
篭
八
挺
）
江
戸

入
り
。
↓
小
伝
馬
町
獄
舎
。　
一
二

．
Ｉ
ハ
　
刑
の
執
行
下
命
。
↓
浅
草
矢

野
弾
左
衛
門
の
配
下
が
執
行
。
一
二

．
二

一　
礫
。
↓
二
夜
三
日
の
晒
し
、

取
り
捨
て
。
捨
て
札
、
三
十
日
間
。
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